
拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業

退職積立金事業

◎会費 ◎自主財源 県社協補助 ◎市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　　　） 介護給付

事業概要

日・出席人数 内容 日・出席人数 内容

5月28日 9月21日

理事11名・監事2名 理事9名・監事2名

3月14日

理事11名・監事2名

日・出席人数 内容 日・出席人数 内容

6月21日 9月28日

評議員19名
理事7名・監事2名

評議員25名
理事9名・監事2名

3月28日

評議員22名
理事9名・監事1名

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

社会福祉事業基金運営事業

ボランティア基金運営事業

◎会費 ◎自主財源 県社協補助 ◎市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　　　） 介護給付

事業概要

課題 安定的な収益体制の構築

安定的な収益体制の構築

　＊法人運営事業（1103・1104）

予算区分

財源

基金の管理・運用

ボランティア基金　　　　0件　　　  0円　 　合計　　8,725,201円
事業報告

社会福祉事業基金　　 8件　56,226円　　合計　202,769,472円

法人運営事業 法人運営事業 法人運営全般 第１層（全市）

補正予算、平成31
年度予算、事業計
画、専決処分の承
認

理事会　

①毎月収支報告書の提出　②事業収入の安定化　③事業経営の透明性の確保

補正予算、専
決処分の承

認、規定の改
正等

補正予算、平成31
年度予算、事業計
画、規程の改正等

事業報告

★法人運営事業★

　＊法人運営事業（1101・1102）

財源

予算・決算・補正予算の決議、定款・規則等の一部改正等の決議、役員研修会の開催

予算区分

役員研修会：サマーセミナー開催　8月28日

評議員会

法人運営事業 法人運営事業 法人運営全般 第１層（全市）

平成29年度決算・
事業報告、評議員
候補者、定時評議
員会等

平成29年度決算・
事業報告、補正予
算

補正予算、専
決処分の承
認
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 地区社協活動事業 地区社協事業 第３層（地区社協）

会費 自主財源 県社協補助 ◎市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 給食サービス事業 給食サービス 第3層（地区社協）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 ◎市委託 ◎その他（自己負担金） 介護給付

事業概要

課題

事業報告

合計4,977食の配食を行った。お弁当を配達することにより安否確認を行った。

食数の確保、ボランティアの確保（広域的な活動の展開）、食材費の高騰による食材費の確保

★地域福祉推進事業★

　　　　　　参加者　90名

　＊地区社協事業（1201）

予算区分

財源

住み慣れた地域でいつまでも暮らすことを目的に、小地域での身近な福祉活動拠点としての役
割を持ち、きめ細かな福祉を展開する。

・地区社協コーディネーター会議　月1回　年間12回実施

・研修会　8月28日（火）　寸劇　「お父さんが倒れた！早く救急車を！！」

　　　　　　　　　　　　　　　　助言　福井大学医学部地域医療推進講座　講師　山村修　先生

地域共生社会へ向けた仕組みづくり

　＊給食サービス事業（1202）

予算区分

財源

６５歳以上の①一人暮らし②高齢者のみの世帯③高齢者と障害者のみの世帯で調理が困難
で見守りが必要な人に対し、各地区社協ごとに給食サービスを提供する。

地区 勝山 猪野瀬 平泉寺 遅羽 村岡 野向 北谷 荒土 北郷 鹿谷 合計

登録者数 140 11 10 7 24 20 10 11 2 20 255

回数 45 24 36 24 24 20 17 24 12 22 248

配食数 2,852 252 321 120 462 322 130 206 9 303 4,977
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 福祉救援活動事業 福祉救援活動事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業
住民参加型在宅福祉サービ

ス
住民参加型在宅福祉サービス

和美さん 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 ◎その他（　利用料　） 介護給付

事業概要

協力会員 5人 斡旋件数 118件

利用会員 12人 実働時間

課題 担い手の確保

●勝山市総合防災訓練　7/1（日）　（勝山市体育館ジオアリーナ）
　　災害ボランティアセンター設置運営訓練実施　15名参加
　‣近畿府県合同防災訓練　永平寺町災害ＶＣ設置・運営模擬訓練　11/10（土）　2名参加
　‣災害時における社協相互支援実地訓練に参加（県社協主催）　11/10
　‣勝山市災害ボランティアセンターガイドライン研修
　　　5/29（火）　（すこやか）　21名参加
　　　内容「災害ＶＣ発足までの経緯」　市総務課　向井氏
　　　　　　「災害ＶＣ運営ガイドライン説明」　社協　久永
　　　　　　「支援の経験から」　県防災士会　立平氏

　‣勝山市災害ボランティアセンター連絡会　研修会
●11/3「災害ボランティアセンターの運営」研修　45名
　　　　講師　福井市社会福祉協議会　小柏博英氏
　　　　内容　災害ＶＣの設置運営のノウハウ
　‣勝山市災害ボランティアセンター連絡会　会議　3回

≪震災支援活動への継続≫
・東日本大震災復興支援実行委員会
・希望の灯り点灯式事業　3/4（月）　　震災から8年を迎え、市民の皆さんが見守る中、震災に
より失われた多くの命に思いを馳せ、復興に向けて歩み続ける被災地を忘れないため、ケイ
テーこども園児による歌の披露、エコ風船飛ばしを実施した。
‣物品販売の協力　イベントでの物販　年４回（協力１回）
　

事業報告

●平成30年7月豪雨災害
　‣福井県災害ボランティア活動参加　京都府舞鶴市　7/13 1名、7/15　1名
　‣被災地支援活動　ブロック派遣　広島県呉市　　9/9～14　 1名

　＊地域福祉救援活動事業（1204）

予算区分

財源

災害に備えた物資の準備並びに研修への参加。また、災害発生時には職員を現地に派遣する

災害ボランティアコーディネータの更なる養成、育成。災害発生時に行政との情報交換と連携

　＊住民参加型在宅福祉サービス（1206）

予算区分

住民の相互扶助を推進することを目的に、サービスを有料制で行い、在宅福祉の増進を図る。

実績報告

財源

167時間（送迎、掃除、洗濯等）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 地域ふれあいサロン事業 地域ふれあいサロン事業 第3層（地区社協）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 日常生活自立支援事業 日常生活自立支援事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 ◎県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 福祉総合相談事業 福祉総合相談事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

課題

法律、労働、年金の専門相談を実施。一般相談は職員が随時対応し、専門機関につなげる。

　＊福祉総合相談事業（1209）

予算区分

財源

　＊地域ふれあいサロン事業（1207）

予算区分

財源

高齢者の生きがいや社会参加、健康づくり、閉じこもり防止を目的に集まれる場所の提供。

参加者が「お客さん」にならない仕組みづくり。目的の再認識の必要性。

　＊日常生活自立支援事業（1208）

予算区分

自立して地域で生活が送れるよう、福祉サービス利用、日常的な金銭管理などを支援。

地域で拾った些細な話でも安心や解決に向けて相談にのり、関係機関へつなげるなど職員の
相談力を高め、つなげて終わりではなく、寄り添う姿勢が大切。

財源

家族関係が薄い利用者に対しての支援の限界。地域支え合いの仕組みづくり。

事業報告

●相談件数等　　・相談件数　延1,308件

　　　　　　　　　　　・契約件数（新規）16件（認知症等10件、知的3件、精神0件、その他3件）

●研修会、連絡会等　　・関係機関連絡会、奥越自立支援協議会、生活支援員研修会、ケア会議等

　　　　　　　　　　　　　　　・奥越自立支援協議会　3回

　　　　　　　　　　　　　　　・生活支援員研修会　1回

　　　　　　　　　　　　　　　・個別ケア会議、モニタリング　29回

　　　　　　　　　　　　総契約数85件

・年金労務相談14件（前年度　19件）　　・心配ごと相談82件（前年度　48件）

・法律相談134件（前年度　117件）　　・夜間相談3件（前年度　0件）
事業報告

地区 勝山 猪野瀬 平泉寺 遅羽 村岡 野向 北谷 荒土 北郷 鹿谷 合計

年回数 131 81 45 71 107 41 7 91 131 56 761

高齢者 2,367 1,159 528 556 1,808 510 88 1,060 1,495 812 10,383

ボランティア 462 12 10 47 361 81 23 30 15 7 1,048
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 家族介護支援事業 家族介護支援事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 勝山訪問型サービスＡ事業 勝山訪問型サービスＡ事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 ◎その他（自己負担金） 介護給付

事業概要

課題 対応できる人材の開拓（ヘルパー以外での対応）

申込件数が少なく、この事業周知不足がある

　＊勝山市訪問型サービスＡ事業（1212）

予算区分

財源

介護認定の対象とならないが、勝山市が家事の一部援助が必要と認めた方への必要な家事
支援

　＊家族介護支援事業（1211）

予算区分

財源

介護の専門家を対象家庭に派遣し、介護の方法の指導や相談を行う。

実施回数　４件
実施内容　介護用品（コーナーテーブル・ベッド）の使用方法、オムツのあて方、体位交換の仕
方、車いすの使い方、車いすやポータブルトイレへの移動方法、衣類の着脱など。その他介護
相談にも応じた。

軽度な家事援助（買い物・掃除）を訪問介護員が行った。

事業報告
平成２９年度 平成３０年度

利用延べ人数 ７１名 ７１名

延べ訪問回数 ２５４回 ２４５回
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター

運営事業
ボランティアセンター

事業 第1層（全市）

会費 ◎自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 ◎その他（チャリティ映画） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

●第33回チャリティー映画会　「湯を沸かすほど暑い愛」　3/2上映

★ボランティア活動事業★
　＊ボランティアセンター運営事業（1301）

予算区分

財源

ボランティアセンター運営委員会の運営。企画・広報部会の開催。ボランティア活動団体、個人を活動先と
マッチングする。依頼・活動相談、保険の窓口となる。また、ボランティア育成のための研修を実施する。

●ボランティアセンター運営委員会　７回（内、全体会３回、企画部会２回、広報部会２回）
・勝山ボランティアセンター広報活動
①ココドンストラップ【５００個作成、残３２１個】　１コ１０００円で販売
②ココドンクリアファイル【２０００枚作成、残802枚】１枚１００円で販売
③ココドンLINEスタンプ【１セット（４０個）】１２０円で販売
④ココドンスタンプ作成（6種類）各小中学校にも活用してもらう。
・市民啓発推進事業　年６回　「社協からこんにちは」紙上に情報掲載
●福祉学習交流会　７/28（土）45名参加（すこやか）　対象：市内小学校4年生、障害者
講師　福井県障害者スポーツ指導者協議会
＊障害者の方々と共に楽しむことを目的に、ミニ運動会（レクレーションボッチャ、スラローム、玉入れ）、太
巻き寿司づくり、交流会を行った。
・福祉学習取り組み報告会　2/5（火）　福井県立大学　看護福祉学部　永井裕子氏
　＊各学校での取り組んだ福祉学習の報告を受けたいという要望を受けて報告会を開催
●ボランティア研修会　3/16（土）　77名参加　（すこやか）　講師　さかいちよみ。氏
・収集活動
　［エコキャップ］福井テレビへ運搬　年５回　運搬数約336,045個（ワクチン約391名分）
　［使用済みカラープリンターインク］買い取り業者へ輸送した。
　［ベルマーク］ベルマークを収集している学校へ寄贈した。
　［使用済み切手、使用済みテレフォンカード、未使用文房具］すこやかフェスタにて回収
●勝山ボランティア団体交流会の開催　11/27（火）　8団体19名・スタッフ5名参加
登録ボランティア団体同士のつながりの強化を目的に開催。まちなかCafeを会場にし、認知症講座とバイキ
ング形式の昼食を囲み交流会を図った。

活動者一人ひとりとの関わりが持てない。若い層のボランティア意識を高める活動先の発掘。

［入場者数］

開催時間 入場者数

午前の部（午前10時～） 475名

午後の部（午後2時～） 310名

合　　計 785名 （小中高生2名含む）

［収入]

項目 枚数 単価 計

前売券　（大人） 891 1,000 891,000

　　　　　 （小中高生） 9 500 4,500

当日券　（大人） 19 1,200 22,800

　　　　　 （小中高生） 0 600 0

喫茶部門収益 5,900

合　　計 919 924,200

[支出]

項目 計

映画料（上映費含む） 335,600

会場使用料 44,410

その他（ポスター、印刷料等） 43,589

合　計 423,599 収益　500,601円
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター

運営事業
預託配分事業 第１層(全市）

会費 ◎自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター

運営事業
地域ぐるみ福祉教

育推進事業
第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 ◎県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
つながりの輪づくり推進

事業
すこやかフェスタ 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 ◎県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

地域を巻き込んで福祉教育を推進していく仕掛けづくり

　＊つながりの輪づくり推進支援事業（1304）

予算区分

財源

・「広がれ　みんなの　えがおの輪」をテーマに「すこやかフェスタ」を通じて事業を展開した
多くの市民の参加があり、様々な体験ブースや模擬店などを通して、楽しみながら「福祉」を感じる
機会となった。
落語・講演では成年後見制度について学び、芸能発表会にて演奏があり、子どもから高齢者まで
活動している姿を市民へ伝えた。

ボランティアセンターに預託された資金の活用

すこやかフェスタを通じて地域のつながりの輪づくりを推進する。

　＊預託配分事業（1302）

予算区分

財源

市民からの寄付金・物品の受入、払い出し。　市内で火災が発生した際に見舞金を払い出す。

・「すこやかフェスタ」で市内小中学校より「助っ人ボランティア」を募集　73名参加
・「福祉学習交流会」ミニ運動会（車いすスラローム・フライングディスク・玉入れ）、チームで太巻き
寿司づくり、交流会(質問タイム)　、障がい当事者へのプレゼントづくり　7/28（土）すこやか　42名
●「福祉を考える研修会」　2/5（火）　すこやか　14名　「地域と共に体験を通して学ぶ手法」　福井
県立大学看護福祉部　永井裕子氏

家庭や地域におけるつながりの再構築を求め、地域で暮らすあらゆる世代の「つながる力」を育
み、地域づくりの推進を行う。

★物品口座　【預託】33件 (紙おむつ、ポータブルトイレ、電動ベッド、米、手押し車、テーブル、椅
子、フェイスタオル等）・・・新品の物のみ
★金銭預託(ボランティア運営事業へ）　7件　53,200円
［前年度繰越金2,409,843円＋今年度預託金53,200円＝2,463,043円…次年度へ繰越］

　＊地域ぐるみ福祉教育推進事業（1303）

予算区分

財源
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
地域いきいきボランティ

アポイント事業
地域いきいきボランティア

ポイント事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題 活動の場とボランティアのマッチング

　＊地域いきいきボランティアポイント事業（1305）

予算区分

財源

高齢者の社会参加や生きがいづくりを促進するために、高齢者に関するボランティア活動をポイント制に
し、集まったポイントを商品券などに換金する。

参加登録者数・・・男性／19名　　女性／111名　　合計／130名
ポイント引き換え者・・・105名
引き換え額・・・197,500円
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分金事業 障害児・者福祉活動事業 車両・介護機器等貸出事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分金事業 児童・青少年福祉活動事業 貸出・福祉教育推進事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 市委託 ◎その他（負担金　） 介護給付

事業概要

課題

●福祉教育推進事業

●乳幼児用品貸し出し事業
　　　　チャイルドシート（35件）ジュニアシート（22件）ベビーカー（８件）貸出
　　　（昨年度　チャイルドシート（23件）ジュニアシート（9件）ベビーカー（1件）貸出）

長期貸し出しへの規定の見直し、地域資源の活用

★共同募金配分金事業★

●年間打ち合わせ回数　 22回、年間授業・クラブ活動回数　 76回

●依頼があった小中学校へ出向き、地域共生社会づくりに向けて取り組めるプログラムの打ち合
わせを担当教諭と綿密に行った。

●小中学校の授業やクラブ活動へ延べ35名の福祉教育指導員とボランティア、ゲストティチャー、
地区社協コーディネーター、職員等の派遣を行い活動した。

・「福祉とは？」の授業や高齢者理解のためサロン見学や企画・交流、シニア体験、点字、アイマス
ク、シニア体験、赤ちゃんお世話体験・妊婦体験、車椅子等の擬似体験、国体に向けた障がいス
ポーツの体験や講話などを通して「人にやさしいまちづくり」を考えるきっかけとした。

事業報告

　＊障害児・者福祉活動事業（1402）

予算区分

財源

車椅子対応の福祉車両の貸出、福祉用具、介護機器の貸し出しサービス

●リフト付き車両貸出事業　軽自動車（タント）69件　ワゴン車（ハイエース）11件
・介護機器貸し出し事業　（新規貸出分のみ）
〈物品貸し出し〉介護用ベッド9件　車椅子71件　その他の介護機器2件
〈各事業への貸し出し（左義長等）〉車椅子6件
〈保有台数〉ベッド45台　　車椅子72台　　歩行器2台
＊ギャッジベッドは平成27年度より原則貸出中止（電動ベッドのみ貸出可）
・中途障害者「リラの会」、在宅障害者「ふれあいの部屋」開催時送迎支援

事前申請制だが、急な貸し出しを希望される方への対応。福祉車両の移送サービスを実施する事
業所の減少。日曜や祝日など職員が不在時の貸し出し規定整理。車両の老朽化。

　＊児童・青少年福祉活動事業（1403）

予算区分

財源

チャイルドシート・ジュニアシート・ベビーカーの貸し出し。学校の福祉学習時に福祉教育指導員・ゲ
ストティーチャーを派遣し、身近なところでの「ふだんのくらしのしあわせ」を体験できる機会を提供
する。
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業 福祉育成・援助活動事業 すこやかフェスタ 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
歳末たすけあい

配分金事業
歳末たすけあい配分金事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

●すこやかフェスタ開催事業　6/2（土）　来場者　約2,000名
地域・団体・学校・住民自組織等が連携を深め“人と人とがつながる元気のでるまちづくり”を目指し
て開催。福祉事業に貢献した方16名と2団体の社会福祉・ボランティア表彰、車椅子寄贈1団体など
式典のほか、作品展、福祉体験を盛り込んだスタンプラリーなど様々な体験コーナーや模擬店等
の催しでたくさんの市民が参加し終日賑わった。
　　　（午前）　落語・講演　「後見爺さん」「笑って学べる後見制度」落語家　桂ひな太郎氏
　　　（午後）　芸能発表会　オカリナ演奏、吟舞
‣市民協への活動助成

市民を巻き込みながら地域福祉の推進

　＊歳末たすけあい配分金事業（1405）

予算区分

財源

　＊福祉育成・援助活動事業（1404）

予算区分

財源

主にすこやかフェスタを開催

勝山市共同募金会より「歳末たすけあい募金配分」を受け、配分委員会を開催し協議決定する。

対象者 人数 金額 備考

要援護世帯 132世帯 1,320,000 ＠10,000

生活保護世帯 18世帯 73,800 ＠4,100 お米（10㎏）現物

緊急配分用備蓄米 3世帯 12,300 ＠4,100 備蓄米購入

遺児 14名 70,000 図書券＠5,000

低所得者等支援 20,000 生活困窮者等食糧備蓄

在勝山外国人家庭交流事業 90,000 主任児童委員会主催　

難病カフェ事業 240,000 難病カフェ

おかずよこちょサロン 10,000 おかずよこちょサロン

給食サービス事業　食材費 4977食 647,010 ＠130×4977食

福祉教育・援助事業 21,924 付属品等

貸出機器管理用品 69,012 介護用品（ベッドマット）等

事務用品費等 182,780

2,756,826

※配分額（収入）には熊谷財団より250,000円の寄付を含む

合　計

事
業
費
配
分

配分委員会　【1回目】11月7日　【2回目】12月5日

個
別
配
分

助
成
金

配
分
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事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業 ボランティア活動育成事業 ボランティア活動育成事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

共同募金運動の取り組み、各自治会のご協力により「個別募金」「袋募金」を行った。また、各地区
社協・団体のご協力を得て「街頭募金」「大口募金」活動を行った。

援護を要する世帯の把握の方法について、新たな歳末たすけあいのカタチの模索

　＊ボランティア活動育成事業（1406）

予算区分

財源

ボランティアセンター事業の一環。ボランティア活動者（登録者）等を対象にボランティア活動や地
域の貢献について、学びの場の提供。

火事だけではなく、自然災害等にも対応できるように検討してはどうか。

理解しやすい研修を行う。

　＊法外・災害援護配分金事業（1407）

予算区分

財源

行路者・火災被災者へ、見舞金等を渡す。

●行路者援助（来所する行路者に対して、電車賃・バス代を程度を渡す)：0件
●火災見舞（市内の火災被災者に対する見舞金)：2件（内死亡1件）

‣「福祉教育担当教諭連絡会」　5/8（火）すこやか　教諭　13名　各学校と地域、社協が一緒に取り
組んだ福祉教育の内容や成果・課題について報告
‣ボランティア研修会　3/16（土）　77名参加　（すこやか）　講師　さかいちよみ。

5,223,128 円

戸別募金 2,014,700 円

大口募金 1,843,500 円

街頭・職域・学校他 1,364,928 円

2,271,486 円

戸別募金（袋） 2,109,428 円

街頭・職域・団体他 162,058 円

内訳

総額

総額

内訳

平成30年度一般募金

（平成31年度に配分）

歳末たすけあい募金

（平成30年度に配分済み）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

共同募金配分事業 まちなかCafé運営事業

生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

財源

社会的孤立感の解消及び誰もが気軽に立ち寄れる場所として、勝山サンプラザ内に居場所を設置
し、運営する。また、社会福祉法人が実施する地域貢献事業としても位置付ける。

　＊まちなかCafé事業（1408）

まちなかCaféの活用、利用の幅を広げる（社会福祉法人からの積極的な参画）

予算区分
法人運営事業

まちなかCafé
運営事業

第１層（全市）

平成30年度　まちなかCafé利用者数　
月 日数 総計 男性 女性 子供 高校生 中学生

1 4 月 22 637 146 478 7 6 0
2 5 月 21 679 168 495 12 4 0
3 6 月 22 641 154 484 0 3 0
4 7 月 21 585 143 420 3 0 19
5 8 月 23 721 189 515 13 4 0
6 9 月 21 631 158 457 10 0 6
7 10 月 22 642 155 474 12 1 0
8 11 月 22 745 185 553 7 0 0
9 12 月 17 577 124 453 0 0 0

10 1 月 20 707 168 532 1 6 0
11 2 月 20 658 174 480 4 0 0
12 3 月 22 734 176 549 2 0 7

総計 男性 女性 子供 高校生 中学生
1日平均　31.3人 253 7,957 1,940 5,890 71 24 32
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 資金貸付事業 生活福祉資金貸付事業
生活福祉資金貸付事

業
第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 ◎県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 資金貸付事業 小口福祉資金貸付事業
小口福祉資金貸付事

業
第1層（全市）

会費 ◎自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題 返済が滞っている方への関わり。貸付後の状況確認

貸付後の自立につながる支援が継続してできるよう、職員のスキルアップ。また、償還が
滞ってる方への関わり。

　＊小口資金貸付事業（1502）

予算区分

財源

当座の資金不足により生活が行き詰った方へ小口で一時資金を貸し付ける

延べ件数
・貸付件数　　　　　 　16件　　136,930円
・返済金　　　　　　　　27件　　175,260円
・貸付残のある方　 　15件　　255,000円

貸付相談件数　5件（前年度　相談件数　5件）
※生活困窮者自立支援事業担当職員とも連携して相談に対応した
新規貸付件数　0件
償還完了件数　5件
延滞利子支払免除件数　0件
3月末貸付人数　18人

★資金貸付事業★

　＊生活福祉資金貸付事業（1501）

予算区分

財源

低所得者や高齢者、障害者の自立した生活を経済的に支えるとともに、世帯の福祉及び社
会参加の促進を図る。

13



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 生活困窮者自立支援事業 生活困窮者自立支援事業 生活困窮者自立相談支援事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

事業報告

課題 支援の出口の不足（家計相談、就労準備支援、学習支援）。

★生活困窮者自立支援事業★

　＊生活困窮者自立支援事業（601）

予算区分

財源

生活困窮者支援法に基づき、生活に困っている人からの相談を受け、抱える課題を把握し、本人
の気持ちに寄り添いならが自立した生活を支える。また、必要な人には計画を立てて支援を実施す
る。関係機関や市役所内の各部署の連携が図れるように働きかける。

生活保護に至らないようにするために生活困窮者に対する「第2のセーフティネット」として、包括的
に支援を実施した。また、生活困窮者の早期把握や見守りのための地域ネットワークの構築、働く
場を広げていくことに努めた。
●相談件数等
・相談　新規ケース　19件（前年30件）
・前年より継続ケース　31件
・生活保護につないだケース　0件
・プラン作成　2件  就労者数　4件
・生活福祉資金等による貸付件数　0件
‣研修
・生活困窮者自立相談支援事業従事者養成研修　相談支援養成研修
 【前期】  7/3～5全社協灘尾ホール、7/30 ～8/1全社協灘尾ホール各 1名
 【後期】10/17～19中央福祉学院　11/19～２１大阪ＯＭＭホール　各1名
・第2回生活困窮者自立支援制度従事者研修会　7/27
・第3回生活困窮者自立支援制度従事者研修会　11/2
・「奥越地区生活保護受給者等就労自立促進事業協議会」　5/22
●事業説明
・社協からこんにちはに掲載　７・９月　全戸配布
・地区区長会10地区、地区社協総会10地区
・勝山市地域いきいきサポーター養成講座 6/23　説明・チラシ配布
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

　　　・2/19　野向地区「医療の現状と地域で楽しく暮らし続けるために」

　　　・2/22　鹿谷地区「地域で支えあい・助け合うには…」　　

　　　・3/5　遅羽地区「医療の現状と地域で楽しく暮らし続けるために」

　　　・3/5　平泉寺地区「サロンのはなし」　

　　　・3/12　猪野瀬地区「知ろう、話そう、学ぼう～地域で楽しく暮らし続けるために～」

　　　・3/19　北谷地区「過去の災害から学ぼう！」

課題

　　・勝山高校生とのモビリティの講座　8/10　3名参加

地域で行われているお互いさまの実態をつかむ。

★生活支援体制整備事業★
　＊生活支援体制整備事業（701）

予算区分

財源

助け合う地域づくりに向け関係機関ネットワーク会議の開催、生活支援コーディネータの設置、地
域の課題解決の場と新たなサービスを構築をする。併せて、まちなかCaféを核にした支援を考え
る。

　　・買い物ボランティア研修会　10/25　10名参加

●一人暮らし高齢者、高齢者世帯の生活支援サービスのコーディネート　個別支援61回

　・生活支援の担い手の養成と地域に不足するサービスの創出

▶ケアブレイクかっちゃまへの参画

　・認知症カフェ等の講座の活用

　　・運営委員会　11回　　・委員会　３回

　　・買い物リハビリ事業　北谷地区実施　10/25　11/21　12/19　1/23　2/21

　・関係機関とのネットワークづくり

　　（1）勝山交通、片づけハッチくん、勝山市総務課・地域包括支援センター、民生委員

　　（2）他職種連携研修会や地域ケア個別会議への参画

▶まちなかcaféの運営（12ページに掲載）

事業報告

【その他】

　・各地区社協、各区長会への事業説明

【1層の生活支援コーディネーターの活動】

●全市一斉研修　8/28　　参加者　90名

　　内容：知ろう、話そう、学ぼう～わがまち勝山の医療・福祉・介護について～

●地域ごとの研修会、住民アンケート調査（北郷地区・勝山地区・野向地区）

　　　・1/30　村岡地区「見守りマップ活用法」

●生活支援ネットワーク会議の開催（地区社協コーディネーター連絡会）　月1回（年12回）

　　・地域包括フェア開催協力　11/11

【2層の生活支援コーディネーターとの連携した活動】

▶ふれあいサロン、給食サービス、地域ぐるみ雪下ろし事業の実施や取りまとめ

●圏域ごとの研修等の開催　11/6中部、11/15南部、11/29北部　　　参加者合計　275名

　　内容：知ろう、話そう、学ぼう～わがまち勝山の医療・福祉・介護について～
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

介護保険サービス事業 介護保険サービス事業 老人ホームヘルプ事業 老人ホームヘルプ事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 ◎その他（自己負担金） ◎介護給付

事業概要

5月

6月

7月

9月

10月

11月

1月

2月

　6月　福井県ホームヘルプサービス事業者協議会研修　2名

　　　　　「地域包括ケアシステムをどう考えるか」

　1月　ホームヘルプサービス事業者セミナー　　2名

　　　　　「大規模災害時における訪問系介護サービスのリスクマネジメント　　

課　題 ヘルパーの確保　　質の向上

4月

3月

　調理実習

　精神障害について

　研修報告

　救急法

　在宅での看取り

＊サービス提供責任者会議　月1回　年間12回

　虐待について

　手順書見直し

　手順書見直し

　研修報告、一年のまとめ

　＊老人ホームヘルプサービス事業（1601）

★老人ホームヘルプサービス事業★

介護保険法に基づくホームヘルプ事業の実施、介護保険対象外や、介護保険外サービスを希望さ
れる方に対して、30分1,000円で「あんしんサービス」を提供する。

老人ホームヘルプサービス事業実績

　外部研修　年2回

財源

予算区分

　内部研修　年間10回開催

　平成31年度事業所事業説明

　倫理要綱と法令遵守について

　プライバシーの保護について

　接遇研修

　認知症について

＊ミーティング　火曜日（月2～3回）　年間34回

＊毎回研修終了後には

個別伝達会議、伝達事

項を実施し、サービスの

統一を図っている。

視察の受入れ（ITC導入）

について ２か所（福井

市公社・越前市社協）

利用者の自立を目的に身体介護、生活援

助を行った。

訪問依頼は朝・夕に集中することが多い。

また、終末期ケアの依頼も多くなったため、

外部から講師を招きヘルパーとしてどのよ

うにかかわりを持つとよいか研修を行った。

今まで長期に利用のあった方も高齢となり、

入院する方が増加した。

あんしんサービス

利用者4名

延訪問122回

年度 平成３０年度 平成２９年度

派遣利用者数 801人 ８３２人

派遣回数 9308回 10712回

稼働時間 7065時間４９分 8163時間10分
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　＊居宅介護支援事業（1701・1702・1703）
拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

介護予防支援

介護給付

要介護認定調査事業

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　　　） ◎介護給付

事業概要

事業報告

課題

★居宅介護支援事業★

介護保険法に基づく計画相談、介護予防・日常生活支援総合事業に基づく予防ケアマネジ
メントの実施。

困難ケース（家族関係の希薄・医療依存度が高い・生活困窮など）の対応。
施設利用者（ショート・入所等）の受け入れ先の確保が困難になってきている。
（市外の施設の利用も検討していかなければいけない状況にある）

・介護認定調査件数　　　　61件（前年比　-6件）
・介護保険計画作成数　1,563件（前年比　＋118件）
・介護予防計画作成数　　271件（前年比　－23件）
・総合事業計画作成数　　113件（前年比　-16件）
＊専任3名・兼務2名体制にて対応。
積極的に新規利用者も受け、丁寧な対応を心がけている。

予算区分 介護保険サー
ビス事業

介護保険サービ
ス事業

居宅介護支援事業予
防ケアマネジメント

第1層（全市）

財源
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 ◎その他（自己負担金） ◎介護給付

事業概要

5月

7月

1月

　外部研修　年間2回

　訪問実績

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

障害者福祉サービス事業 障害者福祉サービス事業 障害者計画相談支援 計画相談支援事業 第１層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 ◎障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 その他（　　　　　　） 介護給付

事業概要

計画相談支援・障害児相談支援は、７年目。昨年同様に相談支援専門員（兼務者）３名体制で

対象者のプラン作成、障害程度区分調査（委託）を行った。

相談支援給付費

［計画作成］ 平成30年度 平成29年年度

障害者 69件 54件

障害児 46件 27件

［モニタリング］ 平成30年度 平成29年度

障害児 152件 122件

障害者 67件 54件

課題

虐待について

7月
同行援護従事者研修　1名

月ごとの計画数の偏りについて（市への働きかけを含む）

ヘルパーの確保　　必要な研修への受講と資格取得

　＊障害者計画・相談支援事業（1802）

予算区分

財源

障害児・者の自立した生活を支え、課題解決やサービス利用のケアマネジメントを行う。

事業報告

　内部研修　年間3回

事業報告

★障害者福祉サービス事業★
　＊身体障害者ホームヘルプサービス事業（1801）

予算区分

財源

障害者総合支援法に基づく、訪問介護事業（居宅介護サービス、強度行動援護、同行援護、移動支
援）。計画以外のサービスを希望される方を対象に「あんしんサービス（30分1,000円）」の実施

障害福祉サービス事
業

障害福祉サービス
事業

身体障害者ホームヘルプ
サービス事業

身体障害者ホームヘルプ
サービス事業 第1層（全市）

福井県強度行動障害支援者養成研修　1名

認知症について

精神障害者について

平成30年度 平成29年度
利用延人数 201名 198名
延訪問回数 1786回 1561回

あんしんサービス

利用者2名

延訪問16回

認定調査委託 26件

（前年度 17件）

18



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

障害者福祉サービス事業 障害者福祉サービス事業 障害者相談支援事業 障害者生活支援センター事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 その他（　　　　） 介護給付

事業概要

●相談     

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

障害者福祉サービス事業 障害者福祉サービス事業 障害者社会参加促進事業 障害者社会参加促進事業 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 ◎市委託 ◎その他（自己負担金） 介護給付

事業概要

課題 如何にしてより多くの方に興味を持って頂き、より多くの方に参加してもらうか。

潜在ケース、停滞ケースへの積極的なアプローチが十分にできていない。

　＊障害者社会参加促進事業（1902）

予算区分

財源

地域の中で障害を持つ方が生活しやすいように社会参加を促進する事業の展開と、家族や関係機
関・地域での障害理解が進み、権利擁護できるように事業を通じて働きかける。

　・障害者生活支援センターホームページの運営管理　http:/www.katuyama-sk.jp

事業報告

　・啓発事業　おくえつ文化祭（10/27）、すこやかフェスタ（6/2）

　・収穫祭　11月12日　農作物を共同で収穫し交流を持ちながら味わった

　・たまり場café　毎週2回（月・水）13：00～17：00　延べ448名、すこやかフェスタに模擬店を出店した

　・当事者の会の育成　中途障害者「リラの会」、在宅障害者「ふれあいの部屋」支援

　・ITサポート相談　随時対応

　・生活講座　11月21日　「職場でのコミュニケーション」　障害者職業カウンセラー　渡辺寛子氏　22名

　・権利擁護講座　6月2日「落語「後見爺さん」」　落語家　桂　ひな太郎　（「支え愛」と共催）

　　‣ピアカウンセリング
　　‣勝山ケース連絡会　　　　　　　　　月1回（第3水曜日）
　　‣奥越圏域就労支援連絡会　　　　月1回（毎月第1水曜日）
　　‣奥越地区障害者自立支援協議会　全体会　1回　　運営会議７回　　専門部会6回
　　‣部会内容　　　（ⅰ）発達障害・教育支援部会　2回
　　　　　　　　　　　 （ⅱ）生活・居住支援部会　　　2回
　　　　　　　　　　　 （ⅲ）日中活動・就労支援部会　2回
　　‣相談支援連絡会　月1回
・委託相談支援事業　　 （ⅰ）地域啓発
　　　　　　　　　　　　　　　 （ⅱ）福井県自立支援協議会に参画

★障害者生活支援事業★
　＊障害者相談支援事業（1901）

予算区分

財源

障害を持つ方が地域で暮らし続けることを目的に適切な相談と支援を行う。また、奥越障害者自立支
援協議会の運営に参画し、新たな資源の開発等を行う。

事業報告

 　　本人・家族（548件）、関係機関との相談・調整（202件）、ケース連絡等（27件）、ケア会議（26件）

・料理教室 障害者を対象とした料理教室

開催日 内  容 講 師 参加人数

8月4日 豆乳スパゲッティー他 乾 民恵子氏 13名

11月17日 アスパラの豚肉巻き他 乾 民恵子氏 13名

12月15日 クリスマスケーキ 加藤 裕二氏 17名

開催日 内  容 講 師

12月15日 障害年金の基礎知識 特定社会保険労務士 伊藤 佑樹氏

勝山市福祉児童課 社会福祉グループ西 美智子氏

勝山市障害者生活支援センター 森下 秀代氏

自立生活センター Com-Support-Project 

           北山 知春氏、杦本 万里氏

障害福祉サービスの

基礎知識
12月20日

・お父さん・お母さんの勉強会 延べ51名参加

”障害があるから…”

であきらめていませ
3月9日
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

障害福祉サービス 障害者福祉サービス事業 障害者社会参加促進事業 勝山市社協成年後見

公益事業 成年後見事業 勝山市社協法人後見事業 サポートセンター「ささえ愛」

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

◎共同募金 県社協委託 ◎市委託 ◎その他（後見報酬） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

公益事業 喫茶会計 喫茶会計 喫茶経営 第1層（全市）

会費 自主財源 県社協補助 市補助 障害給付

共同募金 県社協委託 市委託 ◎その他（売上） 介護給付

事業概要

事業報告

課題

何かしら障害があっても、自分の地域で、いつまでも自分らしく安心して暮らしていくための相談・
支援

・新規受任件数1件、9件中2件亡くなり、現在7件（高齢1件、障がい6件）
・相談延件数　14件
・専門相談件数（弁護士、司法書士）　延7件
・運営委員会　2回開催　7/18、3/6
・普及啓発講座：「落語で学ぶ成年後見制度」を6/2（土）すこやかフェスタにて開催。
・福井県社協主催、「地域福祉推進研究会」にオブザーバーとして参加。業務・事例等を紹介。（年
4回）　　　　　　・保護司会にて事業説明

事業にかかる財政基盤の不安定さ（無報酬のケースもある）。行政の高齢・障害部署との更なる
連携。

★成年後見事業★

　＊勝山市社協法人後見事業（2100）

予算区分
第1層（全市）

財源

昼食時に一品等、季節に応じたメニューを提供した。
材料費高騰に伴い、価格を変えず量で調整した。

利用者の減少につき、売上が伸び悩む。今後の材料費高騰を鑑みると、業務内容等の見直しを
検討する時期にきている。

★社協喫茶経営事業★

　＊社協喫茶経営事業（2200）

予算区分

財源

福祉健康センター「すこやか」利用者の憩いの場として、創意工夫を重ね飲食の提供を行い、経
営の安定を図る。
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